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私は美術品や貴重品等の梱包・輸送や展示，保
管等の作業に携わる会社に勤務しております。2
年ほど前から，公開シンポジウムや文化財IPM
コーディネーター資格取得講習会，文化財の虫菌
害・保存対策研修会などの場で先生方の講義を拝
聴してまいりました。そこで学び得たものを，自
社の空調倉庫の管理運用に導入し，徐々にではあ
りますが実践してまいりました。取り組んでから
の日も浅いため，まだまだ理想的な管理にはほど
遠く，従業員への意識の浸透も十分ではない状況
ですが，一つ一つの課題を順次クリアして前進し
ていければと思っております。

自社倉庫でのトラップ調査を開始してから丁
度1年が経った平成26年12月4日，新宿歴史
博物館に於いて開催された文化財IPMワーク
ショップに参加させて頂きましたことは，今まで
の自分たちの実施方法の見直しや改良につなが
り，とても収穫の多いものとなりました。何より
も博物館という現場で，リラックスした雰囲気の
中，虫やダストの観察，カビ調査の方法等を楽し
みながら，より実践的に学ぶ事ができました。

ワークショップは三浦先生のガイダンスには
じまり，川越先生から虫の生息調査方法，顕微鏡
による観察とスケッチ，ダストの採取方法と観察
についての講義，最後に高鳥先生からカビの調査
方法と観察の講義，といった内容で行われまし
た。

虫の生息調査については，粘着トラップの設置
場所の考察，回収したものにフィルムを貼り付け
て観察し，スケッチをするというものでした。こ
こで私が初めて知った事は，「粘着トラップの粘
着面にはフィルムを貼り付ければ，こうやってき

れいに顕微鏡で観察できるんだ！」ということで
した。何故ならば，我流で始めたために顕微鏡で
の観察方法がわからず，回収したトラップの粘着
面に直接デジタル顕微鏡で食い入るように観察し
ていたので，レンズの縁はトラップの粘着がくっ
つき，常にベタベタになっていたからです。恥ず
かしい限りですが，そんなレベルだったのです。
その後の目視⇒ルーペ⇒顕微鏡の順番で行った虫
のスケッチでは，自分の絵の巧拙は棚に上げます
が，観察することの重要性がよくわかりました。
目視ではわからない体毛の有無や節の状態，形態
的特徴が段階を追って明確になりました。今まで
は顕微鏡による観察で文化財害虫事典や甲虫図鑑
を照合しながら同定（ないし推定）をしていただ
けですが，スケッチをすることによって，その美
しい？不気味な？虫のフォルムに愛着を感じなが
ら，虫の特徴をより正確に把握することが理解で
きました。

次に行われた講義はダストの観察でした。私
は今まで粘着トラップの観察を中心に倉庫内の虫
の有無を調査しており，ダストの観察までは手が
回っていない状態でしたので，本格的なダスト
観察は初めての経験でした。掃除機のかけ方や，
ゴースという布を用いてダストを採取する方法を
学びました。観察は実験用ダストを使って，重量
を量り，ふるいをかけて，シャーレと方眼紙と
ルーペ，顕微鏡を使用して，という流れでした。
ダストからは埃，体毛，米粒，アクリル片や何や
らよくわからないカスに混じって，元気の良いダ
ニやコクゾウムシが数匹いらっしゃるのが確認で
きました。ここでは，割り箸を使って作った柄付
針をはじめ，ダスト観察に必要な道具が何かを知
る事もできました。そして，今後の我々の倉庫管
理の中でもダストの分析をしっかり行っていくこ
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とで，生息状況をより詳しく把握できることがわ
かりました。

最後のカビの調査では，日頃の温湿度モニタ
リングが如何に重要であるかを再認識いたしまし
た。綿棒拭き取り法によるカビ調査法は，シャー
レの寒天培地に本の表面から綿棒で採取したもの
を培養するというものでした。懐かしい理科の実
験のようで，日々発育する黒いカビはまさに驚き
でした。もっとも実際にカビが発生した場合は，
こんな呑気な事は言っていられないでしょう。カ
ビが発生しないように温湿度管理と倉庫整理を今
後も日常の中でしっかり行っていきたいと思いま
す。

さて，運送・梱包を主な生業とする当社が文化
財IPMによる管理手法を学習させて頂くに至っ
た経緯を紹介いたします。

当社の空調倉庫には，年間を通じて国内・海
外を問わず様々な展覧会出品貨物が一時的あるい
は中長期に亘り保管されております。近年，海外
の主要保険会社から調査委託を受けた英国のサー
ベイヤーが年に1度，当社の空調倉庫（東京・大
阪）の管理状況調査に来社されます。その調査で
危機管理体制やセキュリティ状況が審査・査定さ
れ，その審査情報が各保険会社でデータ化されま
す。そこで当社が用意できていなかったものの一
つに「Insect and Rat Prevention Plan」が挙げ
られました。鼠・虫害対策の指摘でしたが，具体
的な手法も知識も無い中でどのように改善すれば
よいのか，当惑しておりました。

そんな中で，たまたま同時期に国内の美術館学
芸員の方から美術館における虫菌害対策の論文や
シンポジウムのご紹介を受けたこと，米国でのレ
ジストラーズ及び収蔵専門家協会総会（ARCS）
でAndy Warhol美術館に於ける作品の虫菌害被

害とその対策，管理手法を知る事ができたことが
当社における「文化財IPM」の始まりとなりまし
た。

文化財IPMを学習してから当社が新たに揃え
たものは主なもので
・補正用のアスマン通風計
・多地点計測用の温湿度データロガー 7個
・HEPAフィルタ付掃除機
・定点トラップの調査用デジタル顕微鏡等
・倉庫扉の防虫ブラシ
・環境モニター，パッシブインジケーター
・文化財害虫事典やその他虫に関わる資料

等々，まさか運送会社でこれらのような物を揃
えるとは数年前までは想像もしておりませんでし
た。

　　
今後ですが，文化財IPMを推進していく為に

一番重要なものはやはり「人」であり，従業員へ
の教育，問題意識の共有が最重要課題と認識して
おります。自社の倉庫管理もさることながら，博
物館や美術館の収蔵庫にも日常的に出入りさせて
いただいている中で，我々の意識も向上させてい
かないとご迷惑をおかけしてしまうことになりま
す。「5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）」の実行
については当社でも以前から指導されているもの
の，現実的には徹底しきれていないのが実情で
す。そんな「5S」を徹底していくことで，皆様方
にもより良い形で貢献できるよう，文化財IPM
の取組を推進し，社員の意識向上に繋げる所存で
す。また，至らぬ点については今後ともご指導を
賜りますことができれば幸甚です。

公益財団法人文化財虫菌害研究所の関係者の
皆様をはじめ，講師の先生方にはこの場をお借り
し，厚く御礼を申し上げます。そして今後も継続
して学ぶ機会を与えて頂けましたら幸いです。

（やまや・かつひろ
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